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12
月
号 

 

第
57
回

神
無
一
族
の
氾
濫 

 

担
当 

神
無
七
郎 

☆
今
回
の
お
題
は
「
奇
妙
な
棋
譜

表
記
」
。
各
作
品
に
普
通
詰
将

棋
で
は
見
ら
れ
な
い
表
記
の
着

手
が
含
ま
れ
ま
す
。 

①
協
力
詰 

86
手
（
受
先
） 

神
無
七
郎 

 

持
駒 

歩 

19
角
打
、
28
香
、
同
角
成
、
49
角
、 

38
馬
、
同
角
、
18
玉
、
27
角
、 

29
玉
、
18
角
、
39
玉
、
28
角
、 

49
玉
、
27
角
、
38
香
、
同
角
、 

58
玉
、
49
角
、
69
玉
、
58
角
、 

78
玉
、
69
角
、
89
玉
、
78
角
、 

98
玉
、
87
角
、
89
玉
、
98
角
、 

78
玉
、
89
角
、
69
玉
、
78
角
、 

58
玉
、
69
角
、
49
玉
、
58
角
、 

38
玉
、
49
角
、
28
玉
、
29
香
、 

18
玉
、
27
角
、
29
玉
、
18
角
、 

38
玉
、
39
歩
、
49
玉
、
27
角
、 

38
角
、
同
角
、
58
玉
、
49
角
打
、 

同
歩
成
、
同
角
、
69
玉
、
58
角
、 

78
玉
、
69
角
、
89
玉
、
78
角
、 

98
玉
、
87
角
、
89
玉
、
98
角
、 

78
玉
、
79
歩
、
69
玉
、
87
角
、 

78
角
、
同
角
、
58
玉
、
69
角
、 

49
玉
、
58
角
、
39
玉
、
48
角
、 

28
玉
、
39
角
、
27
玉
、
49
角
、 

38
香
、
同
角
、
18
玉
、
29
角
、 

27
玉
、
28
香
迄
86
手
。 

【
協
力
詰
（
ば
か
詰
）
】
先
後
協
力

し
て
最
短
手
数
で
受
方
玉
を
詰

め
る 

【
受
先
】
受
方
か
ら
指
し
始
め
る 

☆

19
角
打―

普
通
詰
将
棋
で
は

見
ら
れ
な
い
19
や
99
で
の
「
打
」

の
表
記
で
本
作
は
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
手
の
狙
い
は
？ 

駒
井
信
久―

初
め
38
角
か
と
思
っ

た
が
２
手
長
か
っ
た
。
馬
の
横

移
動
で
手
数
短
縮
。 

☆
初
手

38
角
だ
と

28
香
を
受
方

に
渡
す
の
に
余
分
な
手
間
が
掛

か
り
ま
す
。
先
後
双
方
が
香
と

角
を
相
手
に
渡
す
最
短
の
手
段

が
初
手
19
角
打
な
の
で
す
。 

川
端
潤―

48
歩
の
消
去
法
の
問
題
。 

占
魚
亭―

左
右
で
角
を
出
す
対
称

手
順
が
入
る
の
は
上
手
い
。 

☆
以
下
は
角
追
い
二
往
復
。
48
歩

を
消
し
て
二
枚
角
追
い
を
可
能

に
し
、
還
元
玉
で
詰
上
り
ま
す
。

手
順
の
流
れ
と
、
所
々
に
潜
む

鍵
を
探
し
て
楽
し
む
作
品
で
す
。 

②
点
鏡
協
力
詰 

７
手 

駒
井
め
い 

 

持
駒 

な
し 

12
桂
生
、
17
玉
、
98
飛
、
28
玉
、 

82
桂
生
、
88
龍
、
91
飛
成
迄
７
手 

【
点
鏡
】
55
に
関
し
て
点
対
称
な

位
置
に
あ
る
２
つ
の
駒
は
、
敵

味
方
関
係
な
く
互
い
に
そ
の
性

能
が
入
れ
替
わ
る 

（
補
足
）
点
鏡
・
安
南
・
背
面
は

「
行
き
所
の
な
い
駒
」
の
概
念

が
適
用
さ
れ
な
い
。 

須
川
卓
二―

桂
生
の
ス
イ
ッ
チ
バ

ッ
ク
は
初
め
て
見
た
わ
。 
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中
澤
宣
幸―

盤
面
を
大
き
く
使
う

手
順
が
素
晴
ら
し
い
。 

☆
相
手
陣
二
段
目
を
不
成
で
往
復

す
る
桂
。
こ
の
奇
妙
な
手
順
は

Ｌ
字
型
の
飛
の
大
移
動
と
あ
い

ま
っ
て
、
強
烈
な
印
象
を
解
答

者
に
与
え
ま
し
た
。 

作
者―

玉
を
一
時
的
に
行
き
所
の

な
い
駒
に
変
え
る
た
め
に
、
バ

ッ
テ
リ
ー
（
広
義
）
を
組
み
直

し
ま
す
。
（
後
略
） 

☆
開
き
王
手
の
概
念
は
動
く
駒
と

王
手
す
る
駒
が
異
な
る
着
手
全

般
に
拡
張
で
き
ま
す
。
本
作
は

「
桂
が
動
い
て
飛
で
王
手
」
と

「
飛
が
動
い
て
桂
で
王
手
」
を

交
互
に
繰
り
返
し
て
玉
を
桂
の

性
能
に
し
、
19
桂
を
龍
の
性
能

に
し
て
詰
上
げ
ま
す
。 

荻
原
和
彦
（
抜
粋
）―

豪
快
な
桂

の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
後
、
不

動
の
桂
で
詰
ま
す
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
妙
。 

☆
攻
方
の
王
手
は
す
べ
て
飛
と
桂

の
性
能
交
換
。
自
由
奔
放
に
見

え
る
駒
の
動
き
に
は
明
確
な
秩

序
が
伴
っ
て
お
り
、
作
者
の
高

い
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

③
安
南
打
歩
協
力
自
玉
詰 

11
手

（
受
先
） 

伊
達
悠 

 

持
駒 

な
し 

45
桂
、
37
角
、
48
飛
、
同
角
、 

同
角
生
、
57
飛
、
58
飛
、
同
飛
、 

同
歩
生
、
19
飛
、
49
歩
迄
11
手
。 

【
安
南
】
味
方
の
駒
が
縦
に
並
ぶ

と
、
上
の
駒
の
利
き
は
下
の
駒

の
利
き
に
な
る 

【
打
歩
（
完
全
打
歩
）
】
打
歩
詰
以

外
の
詰
手
を
禁
手
と
す
る
。
こ

れ
は
先
後
双
方
に
再
帰
的
に
適

用
さ
れ
る
。 

作
者―

課
題
〝
奇
妙
な
棋
譜
表

記
〟
は
最
終
手
に
設
定
し
、
そ

れ
を
基
軸
に
安
南
ら
し
さ
・
完

全
打
歩
の
法
則
性
を
付
与
し
て

い
っ
た
も
の
。
（
後
略
） 

☆
最
終
手
49
歩
。
相
手
陣
最
奥
か

ら
斜
め
に
王
手
す
る
奇
妙
な
打

歩
詰
で
す
。
こ
れ
を
飛
で
取
れ

な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？ 

森
美
憲―

最
終
手
に
対
し
て

49

同
飛
は
、
打
歩
詰
以
外
で
相
手

が
詰
む
反
則
と
い
う
の
が
面
白

い
。 

☆
こ
れ
が
完
全
打
歩
の
効
果
。 

中
澤
宣
幸―

58
歩
の
形
に
す
る
た

め
の
初
手
が
絶
妙
。 

占
魚
亭―
二
歩
禁
回
避
の
た
め
の

初
手
桂
打
ち
。
上
手
い
！ 

☆
初
手

45
桂
は

46
歩
を
不
成
で

58
に
跳
ば
し
て
二
歩
禁
回
避
と

玉
の
弱
体
化
を
図
る
妙
手
。
５

手
目
角
生
は
49
へ
の
利
き
を
消

し
、
10
手
目
は
飛
の
移
動
合
を

防
ぐ
限
定
打
。
全
て
の
着
手
は

最
終
手
に
向
け
た
お
膳
立
て
。

安
南×

完
全
打
歩
の
奇
妙
な
詰

上
り
を
数
々
の
好
手
で
際
立
た

せ
た
作
品
で
す
。 

④
歩
王
詰 

17
手
（
※
無
駄
合
概

念
適
用
） 

上
谷
直
希 

 

持
駒 

桂
桂
歩
３ 
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17
歩
、
同
玉
生
、
29
桂
、
同
金
、 

27
飛
、
18
玉
成
、
19
歩
、
同
金
、 

28
飛
、
17
宝
、
29
桂
、
同
金
、 

18
歩
、
16
宝
、
26
飛
、
同
銀
、 

34
角
迄
17
手
。 

【
歩
王
】
玉
が
歩
の
性
能
（
成
る

と
「
と
金
」
の
性
能
）
を
持
つ

。
二
歩
禁
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。
行
き
所
の
な
い
駒
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。（
こ
こ
で
は
成

玉
を
「
宝
」
と
表
記
。
） 

☆
玉
生
と
玉
成
。
多
く
の
人
は
こ

ん
な
棋
譜
を
書
い
た
の
は
初
め

て
で
し
ょ
う
。
歩
は
成
っ
た
方

が
得
な
は
ず
で
す
が
、
２
手
目

は
不
成
。
そ
の
狙
い
は
？ 

川
端
潤―

玉
自
ら
の
打
歩
誘
致
。 

駒
井
信
久―

打
歩
詰
誘
致
の
玉

不
成
。
確
か
に
変
な
詰
将
棋
だ
。 

☆
２
手
目
同
玉
成
は

18
歩
以
下

作
意
順
に
短
絡
す
る
の
で
玉
生

で
３
手
目
18
歩
を
打
歩
詰
と
し

ま
す
。
し
か
し
本
作
の
本
当
の

見
せ
場
は
こ
こ
か
ら
。 

作
者―

玉
を
成
ら
せ
る
こ
と
で
の

打
歩
打
開
が
狙
い
。
棋
譜
表
記

に
玉
生
と
玉
成
が
出
る
よ
う
に

仕
向
け
ま
し
た
。 

☆
攻
方
は

29
桂
で
打
歩
詰
打
開

を
図
り
ま
す
。
６
手
目
は
玉
成

が
絶
対
。
不
成
だ
と
作
意
同
様

に
進
め
て
９
手
目
28
飛
で
詰
み

ま
す
。
以
下
成
玉
を
16
に
強
引

に
戻
し
、
角
で
と
ど
め
。
普
通

詰
将
棋
と
同
様
、
無
駄
合
概
念

を
適
用
し
た
理
由
の
一
つ
が
こ

の
詰
上
り
で
す
。 

和
田
裕
之―

角
を
使
う
場
所
が
他

に
な
い
が
、
補
足
を
読
み
直
し

て
よ
う
や
く
こ
れ
で
詰
と
気
づ

く
。
変
化
で
も
56
角
が
合
効
か

ず
。 

☆
８
手
目
同
宝
は
以
下
29
飛
、
同

宝
、
56
角
、
39
宝
、
48
銀
、
49

宝
、
59
金
迄
15
手
。
無
駄
合
概

念
の
適
用
で
、
こ
の
変
化
が
割

り
切
れ
ま
す
。
変
則
的
な
玉
の

表
記
が
解
答
者
を
戸
惑
わ
せ
ま

し
た
が
、
内
容
は
打
歩
詰
の
誘

致
と
打
開
を
巡
る
詰
将
棋
ら
し

い
手
順
。
正
解
者
数
も
⑤
と
並

び
今
回
最
多
で
し
た
。 

⑤
安
南
協
力
自
玉
詰 

18
手 

神
無
太
郎 

 

持
駒 

な
し 

33
王
、
11
玉
、
23
桂
生
、
12
玉
、 

24
金
、

11
玉
、
14
金
、

12
玉
、 

24
王
、
21
玉
、
33
桂
生
、
22
玉
、 

34
王
、
12
玉
、
24
桂
生
、
11
玉
、 

23
王
、
22
玉
迄
18
手
。 

竹
園
政
秀―

自
玉
を
桂
に
す
る
。 

☆
桂
頭
玉
を
目
指
し
、
桂
を
後
ろ

に
下
が
ら
せ
る
作
品
。
四
段
目

で
「
桂
生
」
の
表
記
を
出
せ
れ

ば
成
功
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を

妨
げ
る
駒
が
あ
り
ま
す
。 

岩
本
修―

34
金
を

14
に
動
か
し

て
お
く
事
前
工
作
が
い
い
で
す

ね
。 

中
澤
宣
幸―

７
手
目

25
金
の
紛

れ
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。 

☆

34
金
が
な
け
れ
ば
５
手
目

24

玉
以
下
14
手
。
33
玉
が
金
の
性

能
に
な
る
の
が
ネ
ッ
ク
で
す
。

と
は
い
え
金
を
消
去
し
て
は
手

数
が
足
り
ま
せ
ん
。「
消
去
」
が

だ
め
な
ら
「
退
避
」
で
す
が
、

そ
の
場
所
も
問
題
。
25
に
退
避

さ
せ
る
と

19
手
目

24
桂
生
が

王
手
に
な
り
ま
せ
ん
。 

田
中
孝
海―

初
形
の
駒
の
ま
ま
終

形
ま
で
持
っ
て
行
く
。
入
れ
替
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四
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八

九
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玉

桂

王

金

持駒 なし
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え
パ
ズ
ル
か
。 

☆
派
手
な
手
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

安
南
の
定
番
手
筋
に
一
工
夫
を

加
え
た
好
小
品
で
す
。 

⑥
背
面
協
力
自
玉
ス
テ
イ
ル
メ
イ

ト 

20
手 

北
村
太
路 

 

持
駒 

角
歩 

35
歩
、
37
桂
生
、
33
桂
成
、
同
玉
、 

66
角
、
67
桂
打
、
42
銀
生
、
同
玉
、 

46
飛
、
同
香
生
、
23
歩
生
、
16
桂
、 

45
金
、
同
香
、

44
金
、

35
香
、 

43
金
、
同
玉
、
49
飛
、
同
桂
左
跳
生 

迄
20
手
。 

【
背
面
】
敵
駒
と
背
中
合
わ
せ
に

な
っ
た
と
き
、
互
い
に
利
き
が

入
れ
替
わ
る 

【
協
力
自
玉
ス
テ
イ
ル
メ
イ
ト
】

先
後
協
力
し
て
最
短
手
数
で
攻

方
を
ス
テ
イ
ル
メ
イ
ト
（
王
手

は
掛
か
っ
て
い
な
い
が
合
法
手

の
な
い
状
態
）
に
す
る 

☆
ど
の
よ
う
な
形
に
す
れ
ば
ス
テ

イ
ル
メ
イ
ト
に
な
る
の
か
想
定

困
難
な
難
解
作
。
ま
ず
は
唯
一

の
正
解
者
の
感
想
を
。 

須
川
卓
二―
部
分
の
手
筋
を
繋
げ

て
行
く
の
だ
が
２
手
オ
ー
バ
ー

で
苦
し
み
ま
し
た
。
42
銀
生
、

43
桂
と
し
た
く
な
る
所
、
同
玉

以
下
の
香
の
後
ず
さ
り
は
ま
さ

に
妙
手
順
で
し
た
。 

☆
最
大
の
懸
案
は
19
飛
の
処
理
。

こ
れ
を
捨
て
る
た
め
香
が
後
退

２
回
、
横
移
動
１
回
で
道
を
空

け
る
の
が
驚
き
の
手
順
で
す
。 

☆
最
終
手
で
は
49
に
３
つ
の
桂
が

利
い
て
お
り
、
正
式
な
棋
譜
表

記
で
は
、
37
桂
が
動
い
た
こ
と

を
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

は
「
跳
」（
桂
の
動
き
を
し
た
）

と
い
う
記
号
を
導
入
し
「
同
桂

左
跳
生
」
と
表
記
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
攻
方
玉
は
桂
と
歩
で
囲

ま
れ
動
け
ま
せ
ん
。
最
終
手
に

対
し

48
王
や

68
王
は
自
ら
王

手
に
な
る
反
則
、
15
角
は
桂
の

利
き
な
の
で
移
動
先
が
な
く
、

66
角
も

67
桂
が
本
来
の
利
き

に
戻
っ
て
自
玉
に
王
手
を
掛
け

る
の
で
動
け
ま
せ
ん
。 

☆
想
定
困
難
な
最
終
形
と
巧
妙
な

手
順
。
ぜ
ひ
盤
に
並
べ
て
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
総
評
】 

荻
原
和
彦―

全
題
解
答
で
き
ず
恐

縮
で
す
。
解
け
た
４
題
の
解
答

と
短
評(

長
い
の
も
あ
る
け
ど

…
)

を
お
送
り
し
ま
す
。 

☆
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
長
評
は
載

せ
に
く
い
で
す
が
、
作
者
に
は

全
短
評
を
送
っ
て
い
ま
す
。
長

短
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
率
直

な
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

〔
各
題
の
正
・
誤
・
無
解
者
数
〕 

①
７
０
13
②
８
４
８
③
６
１
13 

④

12
０
８
⑤
12
３
５
⑥
１
０
19 

〔
解
答
成
績
〕（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
須
川
卓
二 

【
５
題
】
駒
井
信
久
、
森
美
憲 

【
４
題
】
占
魚
亭
、
中
澤
宣
幸
、 

荻
原
和
彦 

【
３
題
】
田
中
孝
海
、
藤
沢
英
紀 

【
２
題
】
川
端
潤
、
竹
園
政
秀
、

和
田
裕
之 

【
１
題
】
岩
本
修
、
神
谷
薫
、 

鈴
木
彊
、
竹
中
健
一
、
原
岡
望
、 

宮
田
敦
史 

【
０
題
ま
た
は
コ
メ
ン
ト
の
み
】

市
原
誠
、
福
田
大
海
、
山
本
強
志 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

背面協力自玉 ステイルメイト 20 手

銀 香

香

玉 金

歩

桂

歩

角

金

桂

飛

桂 香

銀

歩

王 飛

持駒 角歩


